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第４章 民際交流
本章では, 桃山学院大学・啓明大学校間の交流を教員, 学生, 職員に分けて叙述する｡ 教
員については, ｢日韓比較プロジェクト (1986)｣, ｢短期交換研究員｣, ｢その他 (特別講義お
よび特講ほか)｣ について述べる｡ 次に学生については, ｢韓国歴史文化セミナー｣, ｢交換留
学生｣, ｢海外語学研修｣ について述べる｡ 最後に, ユニークと思われる職員交流プログラム
について触れる｡ これらのプログラムの経緯, 内容叙述とともに, ｢回顧談｣ および ｢引率
者談｣ などを掲載した｡ それらの文責は執筆者にある｡
本章の資料は, 啓明大学校提供 (ダウンロードも含む) と桃山学院大学国際センター資料
を付き合わせ, 補正する作業によっている｡ それを一覧表に整理し, 若干の補正を桃大国際
センター発行の ｢国際交流報告書｣ により行ったものが, 付表１－４である (桃山・啓明国
際交流資料Ⅱ, (１) 参照)｡ 付表では, 本学のみならず, 啓明大学校のデータも対比のため
可能な限り加えた｡ 啓明大学校と桃山学院大学国際センターの関係者に謝意を表したい｡ 桃
山学院資料室からも写真等の資料提供をうけた｡ 謝意を表したい｡ (伊代田)
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第30回国際学術セミナー (2009, 於：韓国啓明大学校)：前列左から呉世昌啓大教授, 賢正啓大産業経営
研究所長, 全在紋桃大教授, 徐龍達桃大教授, 申一熙啓大総長, 松浦道夫桃大学長, 岸本裕一桃大総合研究
所長, 呂博東啓大副総長, 李重熙啓大経営大学長ら｡
１. 教員間の学術交流
(１) (２) と (３) の① 伊代田 光彦
(３) の② 徐 龍 達
(１) 共同研究プロジェクト ｢日韓比較｣ (1986)
桃山・啓明両大学の協定締結以前から, 啓明側より, 交換教授制度への強い要望があった｡
共同研究会 (後に国際学術セミナーと改称) 後の協議会で, 継続的に強い推進要望があった｡
このことは既に述べたように, ｢協議会議事録｣ からもうかがえる (『総合研究所紀要』 第42
巻第１号掲載の資料Ⅰ付表１を参照)｡ 共同研究会については, すでに単独で経緯等を含め
論述したところであるが, 当初からいくつかの課題があった｡ 共同研究会と称しても, 共同
研究の場や資料 (桃山側では韓国資料) がないというのが実情であった｡ また, 年に１度
(３年目からは２年に１度) の啓明大学校からの来日代表者は限られており, 若い人たちに
は, なかなか渡日のチャンスにめぐまれないという問題もあった｡
桃大総合研究所では, これらの問題解決の一助として, 発表者の準備研究会を始めるとと
もに, 日韓資料, とくに韓国資料を収集し, 発表者に便宜を図るために, プロジェクトチー
ム ｢日韓比較｣ (1986) を発足させた｡
啓明大学校の若手研究者をサポートするために, 1986年夏期６名 (１名は他の目的があり
別行動) を招請した｡ 訪問者の研究テーマに応じて, 本学の研究者の協力をお願いした｡ 終
了プロジェクトの報告書を収録した冊子, 総合研究所 『共同研究活動報告書』 により, ここ
に啓明大学校との研究交流の活動内容を明らかに示しておこう (総合研究所 『共同研究活動
報告書Ⅲ』, 1992)｡
共同研究プロジェクト ｢日韓比較｣
メンバー：伊代田 光彦 (代表, 経済学部教授), 海道ノブチカ (会計, 経営学部教授),
全 在紋 (経営学部教授), 蕗谷硯児 (経済学部教授), 山下直登 (経済学部教授), 西川憲
二 (経済学部助教授)｡
啓明側被招請者：呂 東吉 (師範大学商業教育科助教授, 団長), 金 善政 (経営大学会
計学科助教授), 柳 建佑 (社会科学大学貿易学科),  賢正 (社会科学大学貿易学科),
李 在律 (社会科学大学経済学科助教授)｡ ＊李 承 (経営大学経営学科助教授) (前記５
名とは一緒に行動せず独自に活動)｡
啓明大学校との研究交流 1986年７月16日－19日
７月16日 資料収集 研究者の研究分野に応じた資料紹介, 研究状況などを示唆｡ プロジェ
クトメンバーに加え, 今木秀和, 岡崎守男, 中田信正, 金 学鉉 (兼通訳),
庄谷邦幸, 徐 龍達 (兼通訳)｡ 啓明大５名は以下を含め, すべての交流プロ
グラムに参加｡ 場所：桃山学院大学｡
７月17日 研究会「韓国の経済について」プロジェクトメンバーが参加｡
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７月18日 調査「繊維産業について」庄谷邦幸 (案内役), 伊代田光彦, 全在紋 (通訳)
場所：大阪府立繊維技術研究所 (泉大津市), 池治織物 (株) (和泉市)｡
７月19日 調査「大阪府の中小企業対策について」場所：大阪府商工部経済振興課｡ 庄谷
邦幸 (案内役)｡
上記の研究・調査以外に奈良および仁徳天皇御陵の案内や日本食 (すき焼き) をともに味
わった｡ 当時, 韓国の研究者は原則として, 招請状がないと海外出張できない状況であった
ので, 彼らは大変感謝していた｡ 彼ら研究者のその後の活躍を交流関連のデータから見ると,
柳 建佑 (社会科学大学貿易学科副教授) は国際学術セミナー第12回 (1991年11月,「産業
組織が国際貿易に及ぼす影響｣), 李 在律 (通商大学経済学科教授) は同第24回 (2003年11
月, ｢投機バブル, そして不動産価格の変動－韓国と日本の事例を中心に－｣) で発表してい
る｡ そして 賢正 (国際通商学科教授) は, 産業経営研究所の所長として２期４年在任し
た (現在, 童山図書館館長)｡ その間, 団長として2008, 2010年と２度桃山学院大学を訪れ
ている｡
当初 ｢日韓比較｣ プロジェクトは３年計画であったが, これらのうち, 国際学術セミナー
発表者への支援 (準備研究会および韓国資料収集) は, 総合研究所本来の業務であり, 予算
化され, 研究所業務に位置づけられたので, 同プロジェクトは1986年度を以て終了した｡
(２) 交換研究員制度
姉妹校提結の当時, 韓国からの研究者の海外渡航は大きく制約されていた｡ 既に述べたよ
うに, 調査・研究が目的であっても, 通常, 渡日招請状が必要であった｡ また, 資料面でも
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堺市仁徳天皇陵を訪れ, 大仙公園にて｡ 左より２人目 呂東吉団長 (啓明大学校師範大学
商業教育科助教授), ３人目 伊代田光彦桃大共同研究プロジェクト代表ら｡
入手が困難であるばかりか, ドル不足のため書籍購入コストが時価の２倍を超える状況であっ
た｡ このような事情を背景に, 交流締結前から交換教授制度および資料提供便宜への要請が
強かった｡ このような状況から交換教授制度の導入が強く求められたのだが, 日本からの渡
韓という点では桃山学院大学側ではなんら制約はなく, 交換教授制度開設への内発的気運は,
啓明大学校ほど強くはなかった｡ そのせいか, 交流締結６年余りを経て, やっと具体的な一
歩が踏み出されたのである｡
1988年２月16日, 交換教員に関する協議書 ｢啓明大学校・桃山学院大学 学術交流協議事
項｣ が交換された｡ 署名者は啓明大学校企画室長金・同国際交流係長李弼根, 桃山学院
大学総合研究所所長伊代田光彦・同国際交流委員全在紋であった｡ 交渉は, その後伊代田研
究所所長から, 1989年以降, 並川宏彦所長の手に委ねられた｡ 協議書の骨子は, 次の３点で
あった｡
ａ. 宿舎は受け入れ側が提供する｡ ｂ. 期間は１か月から１年｡ ｃ. 派遣受け入れ人数
は中長期的にバランスをとる｡
当初長期１年が含まれていたので滞在費用をどうするか｡ 講義担当の可能性, また本務校
での海外研修との関連付けをどうするかなど, 解決すべき課題が多く, 並川宏彦所長の時に
はまとまらず, さらに熊谷次郎所長に引き継がれ, 1991年度にやっと成案ができ, 1992年度
試行開始となった｡ 結局, 開始される試行案は短期に限定されるものとなった｡ (『紀要』 前
号での記述訂正：｢1989年以降受け入れ派遣｣ としたのは誤りで, ｢1992年度開始｣ が正しい｡
185頁)｡
原則：桃山・啓明交流協定に基づく制度である｡
内容：ａ. 宿舎は受け入れ側が提供する｡
ｂ. 期間は１か月内とする｡
ｃ. 費用は短期交換研究員の自己負担, ただし研究調査費として, (筆者の記憶で
は) 10万円相当を支給する｡
ｄ. 研究会など, 研究交流の配慮に努め, 各大学２名までとする｡
筆者の所感として, どうしてこんなに長くかかったのか｡ 協定締結より10年余, このよう
な簡便な内容ならすぐにでもできたであろうに｡ これは特別な事情というよりも, 制度的な
視点から大学それぞれのニーズを踏まえ, 慎重に考えすぎたためであろうか｡ その後, ２年
を期限とした合意書が1994年３月１日に交換され, ４年後には原則として期限の定めない文
書が交換されて現在に至る (1999年３月15日, 資料を参照)｡
この問題には全在紋教授が, 総合研究所運営委員 (1988年度), 国際センター運営委員
(1989, 90年度), および国際センター次長 (1991年度) として関わった｡ 全教授の作成資料
(対啓明大学校交換教員協定話し合い経過メモ―総合研究所1991年10月31日委員会参考資料)
によると, 制度の骨組みがおおむね出来上がった1990年10月, 啓明大学校の朴命鎬 (パクミョ
ンホ) 国際部長から, ｢短期交換研究員に同意する｣ というファックスを得て急速に進捗し
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た｡ 結局, 教員交流期間が１か月以内で試行ということに落着した次第である｡ それでも桃
大５部長会, 学長室, 総合研究所, 国際センター間での調整に時日を要した｡ この問題の主
管も総合研究所から学長室, 国際センターへと移った｡ そして筆者も早期実施を望んでいた
が, 相互の事情 (要望等) を踏まえ１か年までという期間に同意していた｡ これはやはり反
省すべき誤算であった｡
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備考：同文のハングル版は省略する｡ その後, 1999年３月15日に改定した｡ 署名者は桃山学院大
学国際センター長伊代田光彦と啓明大学校対外協力室長鄭 建泳である｡ 改定点は第６項
で ｢本合意書は, いずれか一方が相手方に対し書面により通知することにより終了する｡
ただし, 通知書面は終了日の６カ月前までに送付するものとする｡｣ と改定した｡ また,
啓明大学校の窓口は国際部から対外協力室へと変更された｡
試行開始以来, 今日までおおむね２名を上限として, 両大学は短期交換研究員としての派
遣・受入をしている｡ 桃山側では, 受入れ交換研究員にたいして, ｢外国人研究者を囲む研
究会｣ などを通じて研究交流の便宜を図っている｡ 啓明側でも同様の対応がなされている｡
1992年から2003年までは交換研究員の期間は詳らかでないが, おおむね１週間から10日と
なっている｡ この制度を通じて, 19922016年 (度) の間, 桃山学院大学が計23名, 啓明大
学校からは28名が派遣されており (いずれも延べ人数), うち桃山側からは複数回派遣者４
名, 啓明側では３名であった｡ 複数回利用者は, 研究のニーズ, 関心の強さを反映している
ように思われる (桃山・啓明国際交流資料Ⅱ, (２) 付表１参照)｡
各研究員が資料収集, 研究発表, 討論等を通じてどのような成果が得られたかは定かでな
いが, 彼らが受け入れ先の研究者等と交流する契機となるなど, その意義は計り知れないと
思われる｡ 次に全在紋名誉教授の回顧談を掲載する｡
[回顧談]
桃山学院大学・啓明大學校 教員交流事業の思い出
全
チョン
在
ジェ
紋
ムン
(桃山学院大学名誉教授)
｢桃山学院大学・啓明大學校 教員交流 合意書｣ (1994年３月１日付け) に基づいて,
私は２度, 交換教授として啓明大學校を訪問した｡
最初は, 1995年３月17日から４月15日までの30日間であった｡ 当時, 啓明大學校は開学以
来の大明キャンパス (大韓民国慶尚北道大邱広域市南区大明３洞) に所在していた｡ 着任す
ると, 広い個人研究室と, これまた広い宿舎が提供された｡
個人研究室は経営大学棟の中にあった｡ 桃山学院大学は, 1995年度春学期から, 現在の和
泉キャンパスに全面移転した｡ 移転後, 本務校の個人研究室は, それまで登美丘学舎にあっ
た個人研究室よりも, 少し広くなった｡ しかし, 啓明大學校から提供された個人研究室は,
建物こそ古かったが, 和泉キャンパスのそれよりも遥かに大きかった｡ ｢静寂｣ とも言える
ほどの環境で, 研究には申し分のないロケーション・スペースであった｡
また, 宿舎は, 大学正門前にあった啓明マンション107号室を提供された｡ 同マンション
は ｢啓明｣ という形容詞はついていたものの, 所有者は啓明大學校でも同校関係者でもない,
まったくの別人とのことであった｡ ワン・フロアーで, 独り身には広すぎるほどの大きさで
あった｡
滞在中の食事は, いつも外食であった｡ 大邱市は私の本籍 (慶尚南道) のすぐ北にある慶
尚北道道庁所在地であった｡ 韓国でも, 地方ごとに住民の味覚に違いがあるが, 慶尚北道は
慶尚南道に近い味付けで, 外食はまったく苦にならなかった｡ それどころか, 昼食はほぼ毎
日, 啓明マンションから至近の食堂 (一般食堂で, 学食ではない) で, カルククス (韓国式
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手打ちうどん) を食した｡ 一食 (日本の1.5倍の量) あたり日本円で￥250ほどであったが,
それが何とも口に合った｡ 昼食には決まって食べに行った｡ 店の主人が, ｢お客さん, あな
た, いくら安上がりとはいえ, 毎日食べて飽きないか？｣ とのたまうほどであった｡
滞在中の1995年４月７日午後, 研究報告の機会を得た｡ 場所は, 大明キャンパス・東西文
化館であった｡ 私のライフ・ワークは ｢会計現象の言語論的解明｣ である｡ それの ｢露払い｣
的な内容で, ｢米国会計言語論の動向｣ と題して私の考えを報告させていただいた｡ もとも
と日本の学界でもマイナーな研究領域であるが, 韓国では尚さらマイナーなテーマであった｡
受けた質疑に対する応答には苦心したが, 皆さん, 熱心に聴いてくださった｡
韓国では, 学校はいずこも３月１日が学期始めである｡ 新学期で忙しいさ中に, 研究会に
は, 会計学科教員が８名ほども参集してくださった｡ 啓明大學校における会計学領域最長老
の鄭基淑教授が, 音頭をとってくださっての参集であった｡ 鄭先生のご厚意を深く感じた｡
二度目の訪韓は, 2007年８月７日から８月31日までの25日間であった｡ この時, 啓明大學
校は大明キャンパスに大学施設の一部は残置していたものの, 本部はじめ主要な施設のほと
んどは, 新キャンパス (城西キャンパス；大韓民国慶尚北道大邱広域市達西区達句伐大路
2800) に移転していた｡ 敷地約50万坪, 14学部, 10科大学院, 学生総数 24,000余名 (大学
院生, 外国人留学生を含む) で所在していた｡
宿舎は城西キャンパスの高台にあった｡ ｢ミョンギョ生活館｣ という名の国際学宿ゾーン
で, 当時すでに４～５棟もの高層建築物が配置されていた｡ 主として国内学生や海外留学生
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啓明大学校城西キャンパス：①本館, ⑪ミョンギョ生活館, ⑫アダムス・チャペル, ⑬童山図書館, ウィヤン館
のための寄宿舎であったが, 中に, 外国人招聘教授用の部屋も併設されていた｡ 私の今回の
交換教授就任は, 家内同伴であった｡ その点を配慮してくださっての厚遇だったと思われる｡
私たちにあてがわれた宿舎は 3DKほどで, 書斎用スペースも含め, 優に20坪はある広さで
あった｡
広大な城西キャンパス前には, アクセス用に地下鉄駅 (２号線) が二駅もできていた｡
｢啓明大學駅｣ と ｢カンチャン駅｣ である｡ 滞在中, 食生活の基本は, この時も外食であっ
た｡ おいしいものを求めてのレストラン巡りのさい利用したのは, もっぱら ｢カンチャン駅｣
の方であった｡ 大邱市内繁華街にあるレストランは, 美味で安価な店が多かった｡
滞在中, 啓明大學校経営学科・朴海根教授のお世話により, 大学院生対象に特講する機会
を得た｡ 場所は, 城西キャンパス・ウィヤン館114号室であった｡ 当時の手帳を繰れば,
2007年８月29日欄にその予定メモが見出された｡ テーマは ｢『経営者』 概念の国際比較 (日
米韓対比)―ソシュール言語学から｣ というものであった｡ 特講の終わりに質疑応答時間も
設けられていた｡ テーマに関連して提起された質問の内容については, 研究進捗上参考になっ
たものも少なくなかった｡ それらについては, その後の拙稿に生かされた｡
ただ, 突飛な質問を一つ受けた｡ ｢独島 (日本名＝竹島) は, 韓国の領土か日本の領土か？
チョン教授は, どう思うのか？｣ というものであった｡ 場違いな質問のように思われた｡ が,
私が韓国人でも日本の大学の教授であること, 日本海に浮かぶその小さな島嶼の帰属が, 日
本人のみならず, 韓国人にとっても大きな関心事であること, そうしたことから発せられた
質問だったのであろう｡
私の回答は, 次のようであった｡ ｢悠久の歴史から俯瞰すれば, 独島 (竹島) は, 日本の
ものとも韓国のものとも思わない｡ それは, 寄港のため当該島嶼を必要とするすべての漁民
たちのためのものである｡ ｢大韓民国｣ や ｢日本国｣ をはじめ, 近代の 『国民国家』 は, 普
遍的 (不変的) な概念ではない｡ だいいち, 近代 (19世紀) に至る以前には, 『国民国家』
など世界中のどこにも存在しなかった｡ したがって, 日韓の間で, 領有権争いもなかった｡
このことを想起すれば明かである｡ グローバリゼーション (世界化) と国民国家とは, 一枚
のコインの裏表の関係である｡ 現下グローバリゼーションの進展とともに, 国民国家の影は
フェード・アウトしていくであろう｡ それゆえ, 独島 (竹島) は, いずれ国民国家としての
日韓両国とは無縁の, 漁民たちのものにリターンされる｡｣ 私のこの考えは, 現在も変わら
ない｡
交換教授の思い出を閉じるにあたり, 当該制度策定に尽力された両大学関係者 (学長, 総
長, 教職員) の先見が思い浮かばれる｡ 日韓の学術国際交流に大きな貢献を果たしている｡
最後に記して, それら関係者の深慮に敬意を表明したい｡
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(３) その他 (特別講義及び招請特講シリーズ)
① 金 淇 (キム ヨンギ) 博士 (インタビュー記事の抜粋)
金 淇博士は, 両大学間の交流の初期から現在 (1993年)
に至るまで, 在任中は啓明側の中心的な推進者として, 退職後
も国際学術セミナーの窓口である産業経営研究所の特別所員と
して, 多大の貢献をしてこられた｡ 国際学術セミナー発足以来,
セミナー通訳者, 論文の翻訳者としても, 同氏の功績はきわめ
て大きい｡ 桃山学院大学大学院経営学研究科の ｢経営学特別講
義｣ のゲスト講師として来学されたのを機に, これまでの貢献
に対して本学から感謝状を贈呈し, 後年, 名誉博士学位を授与されている｡
以下は同博士へのインタビューアーとして印象深かった点の抜粋である｡
｢1980年夏, 『交流協定』 の準備のために, 初めてお伺いしたのですが, その時は, 何か
気持ちがワクワクして, 希望に満ちた将来が, 開かれるような気がする印象でした｡｣
第１回セミナーで ｢韓・日経営比較研究の比較経営学的方法｣ について発表, 今回の特別
講義では ｢日本的経営と韓国的経営の比較と課題｣ で発表｡ ｢今度は研究方法の研究を方法
による研究に少し進めたものである｡ もっと実証による裏付けを行うのは今後の課題である｡
“白頭未だ衰えず, さらに10年後を期す”の気持ちで頑張りたいと思います｡｣
セミナーの英語化についても持論 (韓国語と日本語使用がよいとする自らの主張) が展開
されている｡ ｢国際交流ですから, 英語は考えられますが, 単なる交流ではなく 『韓国と日
本』 を研究するセミナーです｡ 言語は単に意思の疎通を図るだけではないのですよ｡ 言語は
民族精神の情趣, 心理的状態を表すものです｡ 民族の精神を構成する非常に重要な基本単位
です｡ ……韓国と日本を研究するのに英語をもってするというのは何とも不自然なことです｡｣
(『アンデレクロス62』 (桃山学院大学広報 学長室アンデレクロス編集係編集, 1993年10月
９日, 40－42頁)｡
② 徐 龍達名誉教授による啓明大学校招請特講シリーズ
徐龍達桃山学院大学名誉教授は, 2004年から５年間, 啓明大学校に特任教授として招聘さ
れた｡ それ以前も含め, 第１回 (招請特講) ｢日本の経済・経営の特徴と在日僑胞の社会的
地位｣ (2001年３月23日) から第14回 (招請特講) ｢在日韓国人の参政権と日本の外国人政策｣
(2006年４月12日) まで行われ, 研究交流がなされた｡ さまざまなテーマで招請特講は行わ
れたが, 主なものは ｢会計・経営・会社法｣ の専門にかかわる分野と ｢日本社会・在日韓朝
鮮人の社会的・法的地位｣ 等にかかわる問題で, 詳細は次のとおりである｡
啓明大学校招請特講シリーズ
第１回 2001年３月23日 (金) 11：00 a.m. 主催：啓明大学校経営大学；同大学校産業経営研究所 (於：
東西文化館会議室)
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(招請特講) ｢日本の経済・経営の特徴と在日僑胞の社会的地位｣
第２回 2001年３月23日 (金) 3：00 p.m. 主催：啓明大学校国際学大学 (於：スミス館100号室)
｢在日同胞の法的地位問題｣
第３回 2002年３月13日 (水) 主催：啓明大学校国際部 (於：城西キャンパス大学院館)
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徐龍達教授招請特講に参集した申一煕総長 (右４人目), その左徐教授, および産業経営研究所所長, 経
営大学院長, 教育大学院長, 社会科学大学長, 教務処長ら執行部９教授｡
韓国 Top 10経営大学としての ｢啓明経営特講シリーズ｣, 第52回, 2006年４月の
徐教授招請特講２題の案内垂れ幕 (真ん中)｡
｢在日韓朝鮮人の現状と課題｣
第４回 2002年３月15日 (金) (午前中) 主催：啓明大学校経営大学院 (於：大明キャンパス東西文化
館ホール)
｢ドイツ会計学の特徴｣
第５回 2002年３月15日 (午後) 主催：啓明大学校産業経営研究所 (於：大明キャンパス東西文化館会
議室)
｢日本経済の現状と在日韓朝鮮人の企業経営｣
第６回 2003年９月30日 (火) 11：00 a.m. 主催：啓明大学校文化大学
｢日本の国際化と定住外国人｣
第７回 2003年９月30日 (火) (午後) 主催：啓明大学校経営大学 (於：金元基教授授業教室)
｢日韓の経営比較―私の日本生活60年の経験から―｣
第８回 2003年10月２日11：00 a.m. 主催：啓明大学校経営学部；同大学校産業経営研究所 (於：義洋
館216号室)
(啓明経営特講シリーズ) ｢貸借対照表の生成発展とドイツ会計学の特徴｣
この特講内容は, 大邱市の 『毎日新聞』 同年２月４日付, および 『啓明大新聞』 第915号, 同年10
月６日付に写真入りで大きく報道された｡
第９回 2004年４月16日11：00 a.m. 主催：啓明大学校経営大学；同大学校産業経営研究所 (於：義洋
館視聴覚ホール)
(第25回啓明経営特講シリーズ) ｢会計学研究の社会経済的意義｣
第10回 2004年４月16日 3：00 p.m. 主催：啓明大学校文化大学 (於：AMP講義室)
(第26回啓明経営特講シリーズ) ｢日本社会の一断面―在日韓国人としての私の市民運動｣
第11回 2004年11月２日 (火) 7：00 a.m. 主催：啓明大学校経営大学 (於：義洋館視聴覚ホール)
｢期間損益計算の基礎理論｣
第12回 2004年11月３日 (水) 11：00 a.m. 主催：啓明大学校経営大学；同大学校経営大学学生会 (於：
義洋館視聴覚ホール)
(第32回啓明経営特講シリーズ) ｢日本の会計制度｣
第13回 2006年４月11日 (火) 2：00 p.m. 主催：啓明大学校経営大学；同大学校経営大学学生会 (於：
義洋館118号室)
(第52回啓明大学校経営特講シリーズ) ｢日本における新会社法の制定｣
第14回 2006年４月12日 (水) 10：00 a.m. 主催：啓明大学校国際学大学；同大学校経営大学 (於：義
洋館視聴覚ホール)
(招請特講) ｢在日韓国人の参政権と日本の外国人政策｣
付記：
ソウル中央大学校との交流が (1988年５月) 徐龍達経営学部教授の仲介により進められた｡ その結果,
1989年11月第10回国際学術セミナー終了後ソウルにでかけ, 中央大学校でセミナーが実施された｡ 熊谷
次郎経済学部教授および谷口照三経営学部助教授は, 啓明大学校での第10回セミナー発表の同一テーマ
で発表し (於：経営研究所), 徐龍達経営学部教授は ｢日本における韓国・朝鮮人の現状と諸問題｣ (於：
教養大学) で発表し国際交流を深めた｡
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２. 学生セミナーと留学・研修
伊代田 光彦
(１) 歴史文化セミナー
韓国歴史文化セミナーは, 姉妹校交流協定締結以前から始まっている
第１回 (1980) 開始以来21回を実施した｡ その後, 次第に応募者がすくなくなり, 1999,
2001年中止, 2002年４名, 2003年０名, 2004年以降廃止となった｡ 学生気質が変化したのか,
研修という学習を伴う行事よりも, 気の合った友人同士で気ままな旅を好むようになったこ
とや, それを可能にするような旅行業者のプログラムなどであろう｡ 韓流ブームも無関係で
はない｡ もはや質の高い良心的なプログラムという点だけでは, 学生たちの関心を引き付け
ることができなくなったともいえるが, 1980年以来21回も継続した先駆的な歴史文化セミナー
は, 所期の目的を達成したといえよう｡
参加者は, 学生301名, 引率者と教職員他計55名, 総合計356名に達した｡ 学生達がこのセ
ミナーで学んだ知見, 経験は計り知れない｡ 教職員がセミナーを通じて学んだ, 知見や韓国
文化理解も貴重である｡ 桃大学生国際交流委員会編集の 『おもろいぞ！地球』 の中に, その
参加者たちの生々しい気持ちがにじみ出ている｡ (桃山・啓明国際交流資料Ⅱ, (３) 付表２
参照)｡
次に, 第２回韓国歴史文化セミナー引率団長 徐龍達経営学部教授および第19回同セミナー
引率団長 三宅亨文学部教授の記録を掲載する｡ なお, 第３回韓国歴史文化セミナー以降の
団長記, 参加学生たちの感想, 感動の記録は, ｢国際交流報告書｣ (1982年度以降刊行―誌名
タイトルについては桃山・啓明国際交流資料Ⅱ, (１)―を参照) の中に掲載されている｡
[1981年度引率団長記] (第２回韓国歴史文化セミナー)
｢脱亜入欧｣ 信仰からの脱皮―韓国歴史文化セミナーを終えて―
引率団長 経営学部教授 徐 龍 達
近くて遠かった国も, だんだん身近になってきた｡ 韓国への観光客はもとより, 研究目的
で訪韓する人もたしかにふえてきている｡
昨年に続いて, 第２回桃山学院大学韓国歴史文化セミナーは, この夏休み中, 植村省三総
研所長, 菅井勇蔵教授, 全 在紋助教授と筆者の４人を含む学生たちの参加で成功裡に終え
ることができた｡ このセミナーは, 昨年の光州事件発生のころ, 慎重な検討のうえで踏みきっ
たものである｡ 政治情勢のいかんは別として, 古代から歴史的文化的に日本と最も深いかか
わりあいをもつ隣国との交流なくして, 日本のアジアにおける位置づけもできない, などの
正論もあって, 教員・学生双方を含めた国際交流が始まったのである｡
今年のセミナーは11日間にわたり, まず新羅の都・慶州で, ｢慶州周辺の文化財について｣
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民俗工芸研究所代表・尹 京烈 (ユンキョンヨル) 先生からスライドを使って新羅文化の特
徴を学んだ｡ 白衣民族の白は, 平和で明るい色, 明るい方向を好むこと, 新羅の獅子像, 石
窟庵の石仏や金剛力士の表情もやさしく, 明るい文化を象徴していること, 南山の石仏も岩
の中に仏があり, 岩山全体の自然が仏の世界だという人間世界と解けあった仏の存在など,
心にしみいるような温かい説明に, 一同はふかい感銘を受けたものである｡
続くセミナーは, 啓明大学校外国学大学長・徐 文祥 (ソムンサン) 先生による ｢新羅文
化への栞 (しおり)｣ である｡ その立地上, 中国文化の影響の少なかった新羅が, 百済, 高
句麗との三国統一を達成した理由はなにか｡ それは新羅特有の社会階層組織 (骨品制) を発
展させて効果的な権力機構の裏づけとし, それを持久させることに成功したからだという｡
そのうえ, ｢花郎 (ファラン)｣ 制度によって優秀な青年の人材養成をはかり, 武術と同志愛
的団結によって新羅の核心をつくったこと, 新羅千年の仏教文化が, 調和と均衡の美しさを
創造したことなどが説明され, 中国, 日本との比較考証もなされた｡
さらに, 百済の都・扶余では ｢百済の文化について｣ 扶余観光協会・金 在鴻 (キムジェ
ホン) 先生から百済史の概要, その交隣と周辺の文化財, 遺跡と遺物, 飛鳥文化・東大寺・
四天王寺との比較, 百済の城制と大宰府城制, 百済の復興運動など, 郷土史家らしい愛情あ
ふれる解説があり, いろいろな質疑が交わされた｡
新羅と百済の文化を学び, また実地に鑑賞した一行は, 俗離山の法住寺を訪ねる｡ 新羅真
興王が553年に創建したといわれるだけあって, 石造物, 伽藍 (がらん) などの国宝級がず
らり｡ この宝庫を囲む標高1,000メートル前後の奇峰が９つ, 扇をひろげたような壮観を呈
して旅人の心をいやしてくれる｡
セミナーの最後は, ｢韓国経済について｣ 西江 (ソガン) 大学校経商大学長・金 貞世
(キムジョンセ) 先生から, 韓国経済成長の過程と問題点, 日韓経済協力の現状と課題, 韓
国経済の長期的展望などについて, 実に要領よく適切な説明がなされ, 参席の教授たちもそ
の見事さに舌をまいた｡ その後, 西江大学校副総長・李 光麟 (イクヮンリム) 先生 (近代
韓国史の大家) が一行を江華島に案内｡ 一行は, 李朝鮮末期の朝鮮をめぐる確執, ｢日帝｣
(軍国主義下の日本) など, 外国軍侵略の遺跡などについて学ぶ機会をえた｡
こうして隣国の歴史と文化を現地で学び, また啓明, 西江両大学校の学生との交歓会によ
り, 現代に生きる者同志の理解を深めたセミナーは, 日本の大学としてはまれな快挙であっ
たといえよう｡ その背景には, ｢韓国・朝鮮文化論｣ ｢韓国・韓鮮史｣ を開講するなど, これ
までの桃山学院大学全体の取り組みがあったこと (釜山 (プサン) 日報７月13日付) を見逃
せない｡
参加学生たちの印象も, ソウルの各紙の報道を再録すると, ｢韓国の暗さばかり日本で報
道されたが, こんなに明るく開放的だとは知らなかった｣ ｢短期間に韓国経済の将来など多
くのことを学んだ｣ (東亜 (トンア) 日報７月20日付), ｢日本文化への影響を確認できた｣
｢みなが親切で温かい人間関係が残っており, 自分の故郷へ来た感じだ｣ (韓国 (ハングク)
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日報７月23日付) など, アルバイトで訪韓旅費をねん出した苦学生たちも, ひとしく喜びを
隠さなかった｡ 無記名のアンケートでも, 一般に韓国のイメージはよくなかったが, 親しみ
のもてる将来性のある国, 古いものを愛する国, 韓国・朝鮮語を学んでハダシの旅行もした
い国, など多彩であった｡
近代を支配した欧米に日本を同化し, アジアの一員たることを忘れた ｢脱亜入欧｣ の信仰
を断ち切る自覚は, ひとり大学のみならず日本人すべてに問われている｡ 政治に左右されな
い相互理解のために, 民間ベースでの文化交流の拡大がつよく望まれる｡
(毎日新聞, 1981年９月３日付夕刊文化欄より)
(桃山学院大学広報, 第５号, 1981年12月)
上記中の新聞記事の見出し訳文を紹介する｡
＊東亜日報 (1981年７月20日) 見出し訳文：
暗さばかり見ていた韓国観だった｡
11日間の見学を終えて帰った日本・桃山大学生たち｡
学生たちとの対話を通じてその間の偏見を悟る｡
文化交流拡大により間違った認識正そう｡
＊韓国日報 (７月23日) 見出し訳文：
アルバイトで旅行費用を捻出したので, １銭も無駄遣いできない｡
ソウルを旅行して帰った桃山学院大学の学生たち｡
10泊11日に雑費は16万ウオン (約１万６千円)｡
遺跡の探訪はまじめで学究的な態度｡
あたたかい人情は故郷に来たような…, 帰国後に結果を報告したい｡
付記：
｢第２回 韓国歴史文化セミナー｣ 終了後, 参加者による座談会が開かれ, ①歴史・文化
的問題, ②社会的な問題, ③学生交流・現地セミナー, および④大学間の交流について, 論
じられた｡
座談会参加者：[教員] 司会・徐 龍達経営学部教授 (引率者), 菅井勇蔵経済学部教授,
植村省三経営学部教授, 全 在紋経営学部助教授｡
[学生] E4黒田真人, 同長辻栄一, E3小林晃人, 同福間洋介, S2井上和彦, 同須藤圭
治, B2上杉守仁, 同広田和司, S1小林巨亨｡
(｢桃山学院大学広報｣ 第５号19812年12月, 徐龍達論稿2000所収, 資料５, pp. 215227)
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[1998年度引率団長記] (第19回韓国歴史文化セミナー)
韓国を理解する旅
引率団長 文学部教授 三宅 亨
関西空港を離陸すると金海国際空港 (釜山) までは１時間弱, 成田に飛ぶのと変わらない｡
しかし, いまだに日本と韓国との関係は ｢近くて遠い国｣ といわれ続けている｡
ごく身近な話から紹介すると, 現代の日本の若者の多くがキムチのルーツを知らず, また
日本人の多くは辛子明太子の起源も日本にあると思いこんでいる｡ 鄭 大聲 (チョンテソン)
『朝鮮半島の食と酒』 (1998) の中にでてくる話だが, 私の周りの何人かに尋ねてみると, キ
ムチはともかく辛子明太子については同書に書かれている通りの反応が返ってきたので驚い
た｡ 日本人の隣国に対する無関心を象徴しているように思われる話である｡
｢韓国歴史文化セミナー｣ は, 韓国の歴史と文化を現地で学ぶとともに, 日韓両国学生の
交流を通じて相互理解を深めることを目的として始まった教育プログラムで, 今年 (1998)
で19回目を迎えた｡ 釜山からソウルまでの８日間の具体的な話は他の箇所で参加学生が書く
であろうから, ここでは角度を変えて, 日本人の韓国に対する理解という問題について考え
てみたい｡
折しも, この秋は金 大中 (キムテジュン) 大統領や江沢民国家主席の訪日があり, 改め
て日本人の ｢歴史認識｣ が問題になった｡ 40年にわたる朝鮮半島の日帝支配, 日中戦争期に
おける日本軍の残虐行為を伴う侵略などについての我々の意識や態度が問われている｡ 15年
前に初めて韓国を訪問したとき, 現地で ｢殴ったほうはすぐに忘れるが, 殴られたほうはい
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釜山市の金井山・梵魚寺の門前で｡ 後列右３人目が三宅亨教授｡
つまでも忘れない｣ と言われたことを, 私は今でも鮮やかに覚えている｡
韓国との長い交流の歴史は, とても書き尽くせるものではないが, しばしば問題になる明
治以降の歴史について我々はどれだけ知っているのだろうか｡ 高校の日本史の授業は, 古代
から始まり, 江戸時代末期か明治初期あたりまで学習すると時間がなくなり, 近現代は駆け
足で通り過ぎるか, まるきり飛ばしてしまうことが珍しくないといわれている｡ 加えて, 教
科書問題がある｡ たとえ授業時間が十分あって教室で現代までの歴史を扱ったとしても, 様々
な制約の下で書かれた教材で, はたして正しい認識ができるだろうか｡ かくして, 韓国・中
国・台湾における日帝の侵略や植民地支配を知らない世代が誕生している｡
今回はじめて, ソウルにある安 重根 (アンジュンコン) 義士記念館をコースに組み入れ
た｡ 出発までのオリエンテーションで参考文献を紹介していたので, 学生たちは実に熱心に
見学していた｡ 伊藤博文と安重根ほど両国で評価がわかれる例は珍しく, 歴史を見る角度を
変えてみると, 異なった像が浮かび上がってくるということを学生に理解してもらうのによ
い教材になったのではなかろうか｡
わずか２日あまりであったが, 例年のように大邱の姉妹校・啓明大学校の学生たちとホー
ムステイを含む交流の機会があった｡ 大邱をたつ朝, 両大学の学生は, 別れを惜しんで涙を
浮かべていた｡ たとえ長い年月がかかろうと, 隣人同士が直接に対面し, コミュニケーショ
ンを積み重ねていくことが過去の過ちをただし, 誤解や偏見, 不信感を取り除き, 健全な隣
人関係を築き上げるうえで大切であると私は考えている｡
韓国の歴史・文化の重要遺産や人々の日常生活に触れ, 韓国の学生との交流を通じて相互
理解を深めることが少しでもできたとすれば, このセミナーは成功であったといえよう｡
(桃山学院大学国際センター発行 『おもろいぞ ちきゅう』 (1998) より)
(２) 交換留学生制度
1987年啓明における国際学術セミナーに合わせて, 国際センター長鈴木幾多郎経営学部教
授は, 啓明大学校を訪れ, 交換留学生制度の発足を協議した｡ その骨子：
ａ. 正規学生として受け入れ単位認定を行う｡ ｂ. 相互に授業料免除. ｃ. 生活費 (啓明
大学校では住居および食事を提供) を支給する｡ ｄ. その他 (往復旅費, 海外旅行傷害保
険料, 滞在費用) は本人負担とする｡ 姉妹校協定に基づく特別配慮であった｡
そのせいか, 啓明側からは, 日本学科のトップクラスの学生が選抜されて桃大へ来たと聞
いている｡ 交換留学生制度は翌1988年度から実施された｡ 短期交換研究員制度は同じ年度に
協議書を交わしたが, その４年後の1992年にやっと試行実施となった｡ 桃山学院大学では,
この啓明大学校との交換留学生制度の経験を参考にして, 欧米ほかの大学の留学生 (交換留
学生) を急速に増やして行くとこができた｡ 啓明大学校との間の経験が大いに役立ったもの
と見られる｡
交換留学生制度は, 学部の学生を対象にしたものであったが, 2006年度以降大学院生にも
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適用された｡ (｢啓明大学校と桃山学院大学との大学院生交換協定｣ 桃山学院大学国際センター
長 三宅 亨；啓明大学校国際部長 崔 晩基 (チェマンギ) 署名, 1995年７月７日)｡
教員が研修を通じて得る研究刺激や, 異文化体験の衝撃は計り知れない｡ 若い学生たちに
とっても, そのインパクトは絶大なものであろう｡ その点から見ると, 1988－2016年度の間,
桃山学院大学からは38名が, 啓明大学校からは73名が派遣されている｡ (桃山・啓明国際交
流資料Ⅱ, (４) 付表３参照)｡
学生交換の意義は大きい｡ その一端は, 既出の 『おもろいぞ！地球』 の中に見られる｡ 桃
大図書館に所蔵されている 『おもろいぞ！地球』 (1982－2005年度, 欠号1985, 1986および
1989) に編集されている交換留学生の留学体験記を見ると, 彼らがどのように生活し何を学
んだかの一端が見られる｡ 紙面の都合で掲載できないが, 立派なものもあり, 筆者の目に留
まった数編を以下に挙げる｡ この点からも, 交換留学生制度の影響力および意義を推し量る
ことができよう｡
[留学記]
[桃山学院大学派遣交換留学生] ２編を選ぶとすれば1996年度 95G高敬一 ｢在日外国
人として｣ および2000年度 97E手塚和世 ｢思いっきり韓国生活！｣ を挙げたい｡ これら以
外にも次のものが目に留まった｡ 1992年度 90L石黒大介 ｢若き日の肖像｣｡ 94年度 92L玄知
英 ｢留学記｣ (題名の記載のないものは ｢留学記｣ として示す)｡ 2002年度 00L丸居かおり
｢留学記｣｡
＊手塚和世さんは1999年に [海外韓国語研修] に参加し, 2000年度交換留学生として啓明大
学校に派遣され, 翌年啓明大学校の大学院生として進学を果たした｡ 本学の制度を十二分に
活用して, 自らの道を切り開いた例であろう｡
[啓明大学校派遣交換留学生] 1994年度 95X金徳淇 ｢自国語を大切に｣ および2000年
度玄英美 ｢思いでぽろぽろ｣ を推薦できる｡ このほかにも優れた留学記として以下のものが
目に留まった｡ 1995年度 黄美正 ｢広島の平和公園を訪ねて｣｡ 2002年度 02X金恵珍 ｢留学
記｣, 02T李智恩 (大学院) ｢留学記｣｡ 2003年度 03T金伶 (大学院) ｢自分の世界が広が
りました｣｡
(３) 海外韓国語研修
海外韓国語研修は1999年度より発足した｡ 韓国語研修 (週５日, １日約４時間程度の韓国
語研修および講義, フィールド・トリップ, 学生交流等)｡ 啓明大学校学生寮 (ただし３日
間はホームステイ) を利用｡ 期間1999年７月31日－８月28日 募集人数10名｡ (第１回海外
韓国語研修要項 『おもろいぞ！地球』 1999年度版による)｡
翌2000年度からは, 規定の要件を満たした参加者には, 海外研修Ⅰ, Ⅱ, Ⅲのうち４単位
認定｡ 期間３週間に短縮｡
三宅亨文学部教授は, このプログラム実施の経緯について次のように述べている｡
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―このプログラムは同教授が1998年８月 ｢韓国歴史文化セミナー｣ の引率教員として啓明
大学校を訪れた際, 広島修道大学が ｢短期韓国語研修｣ を実施していることを知り, 啓明大
学校国際部に桃山学院大学も同様のプログラムを実施したいと申し入れたことに始まる｡
1999年２月21日, 啓明大学校国際部長 鄭 建泳 (チョンコンヨン) 教授と桃山学院大学
(国際交流担当学長室員) 三宅亨文学部教授との間で実施に合意した｡ 第１回研修は三宅教
授が引率した｡ ―
1999年度の制度発足以来, 昨年 (2016年度) まで桃山学院大学 ｢海外韓国語研修｣ では85
名が, 啓明大学校 『１ヶ月短期外国語研修 [日本語]』 では84名が両大学の研修に参加して
いる｡ この制度は, 着実で意義ある研修となって現在まで引き継がれている｡ (桃山・啓明
国際交流資料Ⅱ, (５) 付表４参照)｡
[体験記] 『おもろいぞ！地球』 における, 2001年度 00S川上真理 ｢初体験だらけの韓国
語研修｣ および1999年度 97E手塚和世 ｢海外韓国語研修に参加して｣ は, 優れた体験記で
あると評価できる｡
(４) その他
スポーツ交流では, 1982年桃大のサッカーチームが啓明大学校を訪問し, 親善試合を行っ
た｡ また1990年には, アメリカンフットボールチームを啓明大学校から迎えて, 親善試合を
通じて交流を深めた｡
３. 職員研修
(１) 職員交流プログラム
この計画は, 大学職員が数日間, 相手大学を訪問し, 情報交換・研修などを行うプログラ
ムである｡ 1996年秋ごろから双方の間で話が始まり, 1997年１月24日に大筋で合意した｡ 同
年２月16日から18日まで, 稲別正晴学長と三宅亨文学部教授 (国際交流担当学長室員) らが
啓明大学校を訪問した際に, 三宅と啓明大学校国際部で話し合い, 実施を決定した｡ その詳
細は両大学の事務レベルで詰めることとなった｡
第１回は啓明大学校より職員研修団 ｢日本地域研修｣ 12名 (1997年７月５日－７月12日)
を受入れ, 研修 (各所管業務遂行上の情報交換など), 交流が行われた｡ 翌1998年９月２日－
５日, 佐藤太一事務局長以下８名の管理職事務職員が啓明大学校を訪問し, 研修, 交流が行
われた｡ 桃山学院大学の派遣は１回のみで終った｡ (上記研修データについては, 啓明大学
校資料および桃山学院大学 『点検・評価報告書1999－大学基準協会相互評価報告書』 第17章
国際交流活動, 273頁による)｡ (三宅 亨)
啓明大学校はその後, 近年まで継続して研修団を４度 (2006, 2007, 2012, 2016) 派遣し
ている (桃山・啓明国際交流資料Ⅱ, (６) 付表５参照)｡ 編者らはこの点に関心を持ち, 啓
明側の職員交流に関する意図や評価等をたずねることにした｡ 徐 龍達名誉教授を通じて,
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依頼したところ, それらに関する簡潔な文章と研修者の所属 (職位) の一覧表が啓明大学校
より届いた (総務チーム提供)｡ 以下に (２) 啓明大学校側の ｢職員交流の目的｣ と (３)
啓明大学校側の ｢職員研修の成果と評価｣ を掲げる｡ 日本語訳は徐 龍達名誉教授による｡
いずれも原文は簡潔なのでハングルも付す｡ 啓明大学校からの新資料によれば, 1997年の合
意文書以前, 1988年に５名の研修交流があったので, 合計６回研修団を受け入れたことにな
る｡ 1997年研修の参加者数は上記の桃山の記録とは異なる｡ (伊代田)
(２) 啓明大学校側の ｢職員交流目的｣
外国の優秀な姉妹大学での研修を通じて, 担当職務の専門性を向上させ, 外国の優秀な大
学の文化体験等を通じて, 国際的な文化意識を鼓吹させ, グローバル人材として養成するた
めであります｡
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(３) 啓明大学校側の ｢職員研修の成果と評価｣
桃山学院大学を訪問し, 大学関係者との業務関連の討論を通じて, 桃山学院大学の業務体
制を理解することができました｡ また, 大学キャンパスと主要施設を見学しながら清潔なキャ
ンパスの環境を体験することができ, 私たちの大学が進むべき方向も考えてみました｡ この
ような, 姉妹大学の訪問を通じて, 見て感じた事柄は, 私たちの大学に戻ってから, 行政業
務を行うときに適用すべき部分に対しても, 研究してみるよい契機となりました｡
これからも, 両大学間の持続的な職員交流により, 互いに発展していけたらと思います｡
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(上記の (２) と (３) は, 徐龍達名誉教授の訳文)
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ミニ・コラム
☆☆☆村田恭雄学長と李賢起所長の語らい☆☆☆
桃山学院大学と啓明大学校の姉妹結縁の功労者は幾人かおられるが, 初めての ｢韓
国歴史文化セミナー｣ の実現に熱意を傾けた故・村田恭雄学長のお働きを忘れてはな
らない｡ 両大学の交流調印式に参加された啓明大学校日本研究所長の李賢起教授は,
結縁の影の功労者, 金柄夏教授 (大阪大学経済学博士) の夫人として, 陰に陽に努力
された方である｡ わたしは, 桃大学長室での1981年12月14日のあたたかい語らいをわ
すれることはできない｡
李賢起教授は, その後, ソウルの高麗大学校に招かれ, マスコミ社会の華にもなら
れたが, 金柄夏教授も京畿大学校に招かれ, お二人とも啓明大学校を去られたことは,
一抹の寂しさを禁じえなかったものである (徐龍達)｡
☆☆☆啓明大学との調印式当日のスナップ☆☆☆
桃山学院大学学長室にて｡ 1981年12月14日｡
向かって正面 (左) 村田恭雄学長, (中) 李賢起日本研究所長, (右) 徐龍達教授｡
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桃
山
・
啓
明
国
際
交
流
資
料
Ⅱ
(１
)
｢学
生
国
際
交
流
報
告
書
｣
桃
山
学
院
大
学
の
｢国
際
交
流
報
告
書
｣
は
,
19
79
年
度
か
ら
20
05
年
度
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
｡
初
期
の
こ
ろ
,
｢表
題
｣
も
｢編
集
者
｣
も
一
貫
し
て
い
な
か
っ
た
｡
図
書
館
の
蔵
書
(欠
号
あ
り
)
に
よ
れ
ば
,
次
の
経
緯
が
見
ら
れ
る
｡
『6
0
0
0
J
S
tr
e
e
t』
(1
97
9－
81
年
度
,
ホ
ー
ネ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
[ア
メ
リ
カ
の
C
S
U
S＊
夏
期
英
語
研
修
参
加
者
]・
学
生
国
際
交
流
委
員
会
編
集
・
発
行
)；
『S
E
Q
U
IM
I
M
E
』
(1
98
2－
19
84
年
度
,
C
S
U
S
夏
期
英
語
研
修
参
加
者
・
韓
国
歴
史
文
化
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
・
学
生
国
際
交
流
委
員
会
編
集
・
発
行
；
タ
イ
ト
ル
な
し
(1
98
7－
19
88
年
度
,
国
際
セ
ン
タ
ー
編
集
・
発
行
)｡
(な
お
,
19
85
－
19
86
年
度
は
図
書
館
に
蔵
書
が
な
く
,
国
際
セ
ン
タ
ー
に
も
保
存
さ
れ
て
い
な
い
の
で
,
『表
題
』
お
よ
び
編
集
・
発
行
に
つ
い
て
正
確
な
把
握
が
で
き
な
か
っ
た
)｡
＊
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
校
の
略
｡
『お
も
ろ
い
ぞ
！
地
球
』
(1
98
9－
94
年
度
,
国
際
セ
ン
タ
ー
編
集
・
発
行
),
以
後
国
際
セ
ン
タ
ー
編
集
・
発
行
の
も
と
に
｢表
題
｣
は
『お
も
ろ
い
ぞ
ち
き
ゅ
う
』
(1
99
5－
19
99
年
度
),
『お
も
ろ
い
ぞ
地
球
』
(2
00
0－
20
05
年
度
)
へ
と
変
遷
し
た
｡
(２
)
短
期
交
換
研
究
員
付
表
１
は
,
桃
山
学
院
大
学
お
よ
び
啓
明
大
学
校
か
ら
短
期
交
換
研
究
員
と
し
て
,
19
92
～
20
16
年
度
に
派
遣
さ
れ
た
教
員
と
そ
の
年
度
を
一
覧
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
｡
付
表
１
短
期
交
換
研
究
員
年
度
＜
桃
山
→
啓
明
＞
派
遣
派
遣
＜
啓
明
→
桃
山
＞
受
入
受
入
19
92
堀
友
章
経
営
学
部
教
授
,
田
平
正
典
経
済
学
部
教
授
2
柳
建
宇
貿
易
学
科
教
授
,
辛
秉
憲
産
業
シ
ス
テ
ム
工
学
科
教
授
2
19
93
鈴
木
幾
多
郎
経
営
学
部
教
授
,
岸
本
裕
一
経
営
学
部
教
授
2
金
鎭
卓
観
光
経
営
学
科
教
授
,
尹
榮
鎭
行
政
学
科
教
授
,
洪
ス
ン
ソ
ン
国
語
国
文
学
科
教
授
3
19
94
0
朴
命
鎬
経
営
学
部
教
授
,
姜
ス
イ
ル
管
弦
楽
科
教
授
2
19
95
全
在
紋
経
営
学
部
教
授
1
高
在
経
貿
易
学
科
教
授
,
李
英
熙
物
理
学
科
教
授
2
(次
ペ
ー
ジ
に
続
く
)
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(３
)
韓
国
歴
史
文
化
セ
ミ
ナ
ー
韓
国
歴
史
文
化
セ
ミ
ナ
ー
は
,
桃
山
学
院
大
学
・
啓
明
大
学
校
交
流
協
定
締
結
に
先
立
っ
て
始
ま
っ
た
｡
付
表
２
は
両
大
学
の
歴
史
文
化
セ
ミ
ナ
ー
の
引
率
者
お
よ
19
96
岸
本
裕
一
経
営
学
部
教
授
,
全
在
紋
経
営
学
部
教
授
2
崔
相
鎬
法
学
部
教
授
,
趙
柄
熙
社
会
学
科
教
授
2
19
97
0
0
19
98
0
高
在
経
貿
易
学
科
教
授
,
李
英
熙
物
理
学
科
教
授
2
19
99
竹
内
真
澄
社
会
学
部
教
授
1
李
柄
魯
日
本
学
科
教
授
,
崔
武
振
経
営
情
報
学
科
教
授
2
20
00
石
田
易
司
社
会
学
部
教
授
,
鈴
木
幾
多
郎
経
営
学
部
教
授
,
岸
本
裕
一
経
営
学
部
教
授
3
閔

基
国
文
学
科
教
授
,
洪
眠
杓
日
本
学
科
教
授
2
20
01
0
0
20
02
徐
龍
達
経
営
学
部
教
授
1
0
20
03
0
0
20
04
梅
山
秀
幸
文
学
部
教
授
,
井
上
敏
経
営
学
部
准
教
授
2
崔
相
鎬
法
学
部
教
授
1
20
05
橋
内
武
文
学
部
教
授
,
井
上
敏
経
営
学
部
准
教
授
2
0
20
06
岸
本
裕
一
経
営
学
部
教
授
1
崔
相
鎬
法
学
部
教
授
,
朴
海
根
会
計
学
科
教
授
2
20
07
0
0
20
08
0
朴
命
鎬
経
営
学
部
教
授
,
李
基
東
通
商
学
科
教
授
2
20
09
0
柳
建
宇
経
済
通
商
学
部
教
授
,
金
聖
淑
消
費
者
情
報
学
科
教
授
2
20
10
井
上
敏
経
営
学
部
准
教
授
,
梅
山
秀
幸
国
際
教
養
学
部
教
授
2
呉
益
根
観
光
経
営
学
科
教
授
,
全
景
泰
国
際
通
商
学
科
教
授
2
20
11
村
中
淑
子
国
際
教
養
学
部
教
授
,
小
宮
京
法
学
部
教
授
2
0
20
12
橋
内
武
国
際
教
養
学
部
教
授
1
0
20
13
0
0
20
14
0
呉
昌
宇
広
告
広
報
学
科
教
授
1
20
15
0
(M
E
R
S
の
た
め
中
止
)
0
20
16
井
上
敏
経
営
学
部
准
教
授
1
李
ビ
ヨ
ン
人
文
国
際
学
部
教
授
1
合
計
23
28
出
所
：
啓
明
大
学
校
資
料
に
基
づ
き
国
際
セ
ン
タ
ー
で
補
正
・
延
長
,
こ
れ
を
一
覧
表
に
し
た
｡
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び
参
加
者
数
の
一
覧
表
で
あ
る
｡
桃
山
学
院
大
学
で
は
20
03
年
以
降
中
止
と
な
っ
て
い
る
｡
啓
明
大
学
校
は
学
生
数
を
示
す
｡
入
手
で
き
た
啓
明
側
の
デ
ー
タ
に
よ
る
が
,
不
完
全
と
思
わ
れ
る
｡
付
表
２
韓
国
歴
史
文
化
セ
ミ
ナ
ー
派
遣
年
度
韓
国
歴
史
文
化
セ
ミ
ナ
ー
(桃
山
学
院
大
学
)
引
率
者
(教
職
員
参
加
者
)
参
加
教
職
員
人
数
学
生
日
本
文
化
研
修
ほ
か
(啓
明
大
学
校
)
参
加
人
数
19
80
徐
龍
達
経
営
学
部
教
授
(沖
浦
和
光
Ｓ
教
授
,
岡
崎
守
男
Ｂ
教
授
,
武
田
久
義
Ｂ
助
教
授
,
藤
本
保
徳
)
5
13
19
81
徐
龍
達
経
営
学
部
教
授
(植
村
省
三
Ｂ
教
授
,
菅
井
勇
蔵
Ｅ
教
授
,
全
在
紋
Ｂ
助
教
授
)
4
9
日
本
文
化
研
修
(引
率
者
李
賢
起
日
本
文
化
研
究
所
長
,
他
１
名
)
32
19
82
五
十
嵐
光
男
経
済
学
部
教
授
(今
木
秀
和
Ｂ
助
教
授
,
寺
木
伸
明
Ｓ
助
教
授
,
宮
本
正
人
人
権
問
題
研
究
・
資
料
室
臨
時
職
員
,
川
久
保
清
,
内
田
四
郎
)
5(
1)
11
日
本
文
化
研
修
15
19
83
武
田
久
義
経
営
学
部
助
教
授
(三
宅
亨
Ｂ
助
教
授
,
柳
井
正
照
)
3
21
日
本
文
化
研
修
21
19
84
島
崎
秀
雄
社
会
学
部
教
授
(森
西
英
信
,
林
宏
幸
)
3
18
日
本
文
化
研
修
11
19
85
永
谷
峯
雄
経
済
学
部
助
教
授
(永
井
清
彦
Ｅ
教
授
,
野
々
山
久
也
Ｓ
教
授
,
金
学
鉉
Ｂ
教
授
,
楠
雅
成
)
5
21
日
本
文
化
研
修
貿
易
大
学
院
最
高
経
営
者
課
程
生
30 40
19
86
鈴
木
博
信
社
会
学
部
助
教
授
1
13
19
87
津
田
直
則
経
済
学
部
教
授
(赤
瀬
雅
子
Ｅ
教
授
,
佐
藤
慶
子
非
常
勤
講
師
,
山
本
康
夫
)
3(
1)
16
19
88
赤
瀬
雅
子
経
済
学
部
教
授
(柳
父
章
新
Ｌ
助
教
授
)
2
18
日
本
文
化
研
修
15
19
89
柳
父
章
新
文
学
部
助
教
授
1
20
日
本
文
化
研
修
貿
易
大
学
院
最
高
経
営
者
課
程
生
25 25
19
90
井
澤
廣
行
文
学
部
専
任
講
師
(梶
谷
成
幼
)
2
12
19
91
全
在
紋
経
営
学
部
教
授
1
22
日
本
文
化
研
修
10
19
92
林
宏
作
文
学
部
教
授
(中
辻
努
)
2
16
19
93
望
月
和
彦
経
済
学
部
助
教
授
(川
久
保
清
)
2
9
19
94
徐
龍
達
経
営
学
部
教
授
(渡
辺
明
徳
)
2
11
19
95
福
田
菊
社
会
学
部
教
授
(竹
中
豊
子
,
宮
谷
真
由
美
)
3
19
(次
ペ
ー
ジ
に
続
く
)
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(４
)
交
換
留
学
生
桃
山
学
院
大
学
と
啓
明
大
学
校
と
の
間
の
交
換
留
学
生
制
度
は
,
19
88
年
度
に
開
始
さ
れ
た
｡
付
表
３
は
,
制
度
発
足
以
来
,
昨
年
ま
で
(1
98
8－
20
16
)
に
,
両
大
学
が
派
遣
お
よ
び
受
入
れ
を
行
っ
た
学
生
の
氏
名
と
そ
の
年
度
の
一
覧
表
で
あ
る
｡
交
流
協
定
に
基
づ
く
制
度
ゆ
え
,
学
生
に
特
別
な
条
件
が
付
与
さ
れ
て
お
り
,
両
大
学
と
も
優
秀
な
学
生
が
応
募
し
て
い
る
｡
19
96
大
谷
信
介
社
会
学
部
教
授
1
13
19
97
柳
父
章
新
文
学
部
教
授
(中
本
照
巳
)
2
8
19
98
三
宅
亨
文
学
部
教
授
(北
埜
博
紀
)
2
8
19
99
(中
止
)
20
00
野
原
康
弘
文
学
部
教
授
(梶
谷
成
幼
)
2
19
20
01
(中
止
)
20
02
三
宅
亨
文
学
部
教
授
(武
内
元
治
)
2
4
日
本
語
文
化
学
科
学
生
1
0
S
A
P
20
03
(中
止
)
0
0
20
04
学
生
7
S
A
P
20
05
学
生
3
S
A
P
20
06
学
生
6
S
A
P
合
計
55
30
1
24
0
出
所
：
(1
)
国
際
セ
ン
タ
ー
資
料
と
啓
明
大
学
校
の
資
料
を
照
合
し
,
国
際
セ
ン
タ
ー
で
補
正
を
行
う
と
と
も
に
20
03
年
以
降
ま
で
延
長
｡
19
80
－
19
98
年
度
桃
山
学
院
大
学
デ
ー
タ
は
,
徐
龍
達
(2
00
0)
,
資
料
２
,
3
か
ら
も
得
ら
れ
る
(桃
山
・
啓
明
国
際
交
流
資
料
Ⅰ
,
(５
)
②
)｡
教
員
の
所
属
,
職
位
は
調
査
し
,
追
加
し
た
｡
(2
)
啓
明
大
学
校
の
日
本
文
化
研
修
等
は
啓
明
大
学
校
資
料
に
よ
る
｡
啓
明
大
学
校
(1
98
1年
度
)
の
学
生
参
加
者
数
は
集
合
写
真
か
ら
推
定
(桃
山
学
院
資
料
室
保
存
の
ア
ル
バ
ム
に
よ
る
)｡
(3
)
引
率
者
(教
職
員
参
加
者
)
の
()
内
の
教
員
に
つ
い
て
は
所
属
と
職
位
を
示
す
｡
Ｅ
(経
済
学
部
),
Ｓ
(社
会
学
部
),
Ｂ
(経
営
学
部
),
Ｌ
(文
学
部
)｡
参
加
者
数
()
内
は
教
育
後
援
会
そ
の
他
｡
付
表
３
交
換
留
学
生
年
度
＜
桃
山
→
啓
明
＞
派
遣
学
生
派
遣
＜
啓
明
→
桃
山
＞
受
入
学
生
受
入
19
88
0
黄
鎭
杰
(日
本
学
科
)
1
19
89
田
村
俊
二
(8
7
E
)
1
柳
普
明
(日
本
学
科
),
鄭
用
和
(日
本
学
科
)
2
(次
ペ
ー
ジ
に
続
く
)
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19
90
生
駒
桂
子
(8
8
E
),
高
文
志
緒
(8
8
S
)
2
朴
普
鏡
(日
本
学
科
),
李
政
洙
(日
本
学
科
)
2
19
91
原
幸
子
(8
9
L
),
松
浦
雄
一
郎
(8
9
L
)
2
朴
炳
俊
(日
本
学
科
),
朴
天
鎬
(日
本
学
科
)
2
19
92
石
黒
大
介
( 9
0
L
)
1
張
瑞
卿
(日
本
語
文
学
科
),
具
康
洙
(日
本
語
文
学
科
)
2
19
93
浜
尾
元
洋
(9
1
S
),
中
西
正
行
(9
1
B
)
2
李
昌

(日
本
学
科
),
金
美
善
(日
本
学
科
)
2
19
94
武
田
睦
子
( 9
2
L
),
玄
知
英
(9
3
L
)
2
金
徳
淇
(日
本
学
科
),
李

珠
(日
本
語
文
学
科
)
2
19
95
岡
崎
真
一
(9
2
E
)
1
黄
美
正
(日
本
語
文
学
科
),
李
旺
洙
(日
本
語
文
学
科
)
2
19
96
高
敬
一
( 9
5
G
),
金
子
祐
樹
(9
3
L
)
2
鄭
惠
珍
(国
際
学
大
学
院
),
金
一
在
(日
本
語
文
学
科
),
韓
好
善
(日
本
語
文
学
科
)
3
19
97
山
崎
一
平
( 9
5
B
)
1
丁
海
順
(国
際
学
大
学
院
),
金
銀
英
(経
営
学
部
),
金
受
京
(日
本
語
文
学
科
)
3
19
98
朴
勝
也
( 9
7
B
),
袈
裟
丸
朝
子
(9
6
S
)
2
尹
英
和
(大
学
院
),
金
兌

(日
本
語
文
学
科
),
朴
商
賢
(日
本
学
科
)
3
19
99
菊
池
修
二
(9
7
S
),
福
井
宏
佳
(9
7
B
)
2
朴
賢
善
(大
学
院
),
柳
辰
香
(日
本
学
科
),
金
僥
漢
(日
本
学
科
)
3
20
00
手
塚
和
世
( 9
7
E
),
泉
本
英
昭
(9
7
B
)
2
宋
誓
天
(大
学
院
),
玄
英
美
(日
本
学
科
),
孫
栄

(日
本
語
文
学
科
)
3
20
01
0
李
賢
淑
(大
学
院
),
安
性
姫
(日
本
学
科
),
金
眞
英
(日
本
語
文
学
科
)
3
20
02
丸
居
か
お
り
(0
0
L
),
定
雄
一
郎
(0
0
L
)
2
李
智
恩
(大
学
院
),
金
惠
珍
(日
本
学
科
),
孫
景
浩
(日
本
学
科
)
3
20
03
川
上
真
理
(0
0
S
)
1
金

伶
(日
本
語
通
翻
訳
),
徐
禎
希
(日
本
学
科
),
李
恩
載
(社
会
科
学
部
)
3
20
04
0
金

河
(日
本
語
通
翻
訳
),
方
善
玲
(日
本
学
科
),
李

喜
(日
本
語
文
学
科
)
3
20
05
0
李
知
倫
(大
学
院
),
陳
恵

(日
本
語
文
学
科
),
辛
美
眞
(日
本
語
文
学
科
)
3
20
06
大
井
梨
沙
( 0
4
B
),
鄭
麻
以
(0
3
L
),
大
北
真
弓
(0
5
L
)
3
愼
慧
蘭
(日
本
学
科
),
金
東
旭
(日
語
教
育
),
申
東
協
(日
本
語
文
学
科
)
3
20
07
菱
田
あ
か
り
(0
5
L
)
1
成
智
藝
(日
本
語
文
学
科
),
朴
智
殷
(日
本
語
文
学
科
)
2
20
08
大
北
真
弓
( 0
5
L
)
1
崔
文
熙
(日
本
語
文
学
科
),
鐘
範
(日
本
語
文
学
科
)
2
20
09
0
郭
裕

(日
本
学
科
),
崔
延
銀
(日
本
語
科
)
2
20
10
呉
和
樹
(0
9
L
),
羽
山
誠
烈
(0
8
L
)
2
金
起
永
(日
本
語
科
),

實
羅
(日
本
語
文
学
科
)
2
20
11
0
金
東

(日
本
語
文
学
科
),
金
凡
九
(日
本
語
文
学
科
),
丁
允
映
(大
学
院
)
3
20
12
楢
原
早
恵
(1
0
L
),
小
林
亨
斗
(1
0
L
)
2
李
敏
圭
(日
本
学
科
),
洪
世
美
(日
本
語
科
),
南
ア
ラ
(大
学
院
)
3
20
13
0
鄭
眞
燮
(経
営
学
部
),
千
英
雄
(日
本
語
文
学
科
)
2
20
14
香
川
公
輔
(1
2
L
)
1
閔
釉
珍
(大
学
院
),
李
昭
鉉
(日
本
語
文
学
科
),
禹

守
(日
本
語
文
学
科
)
3
(次
ペ
ー
ジ
に
続
く
)
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(５
)
短
期
語
学
研
修
桃
山
学
院
大
学
で
は
｢海
外
韓
国
語
研
修
｣
と
し
て
啓
明
大
学
校
で
は
｢一
ヶ
月
短
期
語
学
研
修
(日
本
語
)｣
と
し
て
19
99
年
に
開
始
さ
れ
,
現
在
に
至
っ
て
い
る
｡
少
人
数
で
の
研
修
ゆ
え
,
充
実
し
た
研
修
と
な
っ
て
い
る
｡
20
15
香
川
公
輔
(1
2
L
)
1
朴
慧
彬
(日
本
学
科
),
李
淳
杰
(日
本
学
科
),
李
惠

(大
学
院
)
3
20
16
浅
田
な
つ
み
(1
3
L
),
石
橋
香
奈
子
(1
4
L
),
大
谷
彩
友
美
(1
4
B
),
佐
々
木
千
華
(1
4
L
)
4
鄭
允
惠
(日
本
学
科
),
姜
知
希
(日
本
学
科
),
朴
修
圓
(日
本
語
文
学
科
)
3
合
計
38
73
出
所
：
啓
明
大
学
校
資
料
を
基
に
国
際
セ
ン
タ
ー
で
デ
ー
タ
を
補
正
す
る
と
と
も
に
,
20
07
年
以
降
(啓
明
に
つ
い
て
は
20
08
年
以
降
)
を
延
長
｡
桃
山
学
院
大
学
に
お
け
る
学
籍
年
度
の
記
号
,
Ｅ
(経
済
学
部
),
Ｓ
(社
会
学
部
),
Ｂ
(経
営
学
部
),
Ｌ
(文
学
部
,
20
08
以
降
は
国
際
教
養
学
部
),
Ｇ
(大
学
院
)
を
表
す
｡
付
表
４
短
期
語
学
研
修
参
加
者
数
年
度
桃
山
学
院
大
学
海
外
韓
国
語
研
修
啓
明
大
学
校
１
か
月
短
期
語
学
研
修
(日
本
語
)
年
度
桃
山
学
院
大
学
海
外
韓
国
語
研
修
啓
明
大
学
校
１
か
月
短
期
語
学
研
修
(日
本
語
)
19
99
4
4
20
09
2
2
20
00
5(
1)
5
20
10
6
6
20
01
6
5
20
11
6
6
20
02
4
4
20
12
13
13
20
03
0
0
20
13
4
4
20
04
6
6
20
14
6
9
20
05
5
5
20
15
中
止
中
止
20
06
5
5
20
16
5
5
20
07
2
2
合
計
85
84
20
08
3
3
(資
料
)
啓
明
大
学
校
資
料
に
よ
る
｡
()
内
職
員
｡
海
外
韓
国
語
研
修
に
つ
い
て
は
桃
山
学
院
大
学
資
料
に
よ
る
｡
(６) 職員研修
付表５は職員研修の年度と参加者を示す｡ 残念ながら桃山学院の幹部事務職員の研修は１
回行われたのみで, 参加者名も定かでない｡ 啓明大学校の第１回研修は, 1988年５名, 第２
回は1997年２名となっている｡ 桃山学院大学の当時の記録および国際センター入手の資料で
は, 制度発足後の1997年に12名幹部職員受入となっており数値が異なる｡ 付表５は啓明大学
校 (総務チーム) より提供されたものであるが, 1997年度に啓明大学校職員研修団 ｢日本地
域研修12名｣ を追加挿入する｡ なおハングルからの翻訳は徐龍達名誉教授による｡
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付表５ 桃山学院大学への年度別職員交流名簿
(啓明大学校総務チーム提供)
年度 （姓名） （部署別・職責）
1988 1.  (朴利植)
2.  (李中達)
3. 	 (洪性夏)
4. 
 (陳在道)
5.  (金在圭)
（厚生課・課長）
 （工科大学事務課・課長）
（総務課）
（弘報課）
（言語研究所）
1997 1.  (李恩姫)
2.  ! (朴承愛)
3. (12名)
（研究課）
"#（閲覧課）
(啓明大学校職員研修団 ｢日本地域研修12名｣)
2006 1. $%& (南擇洙)
2. &' (李秀一)
3. () (李權浩)
4. *)+ (鄭浩基)
5. ,- (朴俊泰)
6. 
. (金鎭均)
7. /) (金完昊)
8. 0 (洪 淑)
9. 12 (李賢美)
345（学事運営チーム・チーム長）
65（購買チーム・チーム長）
5（弘報チーム・チーム長）
789:5（国際交流チーム）
+;5（企画チーム）
<*=>5（学術情報支援チーム）
IT?@5（IT 開発チーム）
A
B CD（保健診療センター）
E F*5（二部大学 行政チーム）
2007 1. G (成二煥)
2. HIJ (徐海光)
3. +G (金起煥)
4. KL (金孝相)
5. MNO (錫憲)
6. LP (李尚)
7. QR (辛根植)
8. Q)S (申)
9. -T (金台華)
10.*U (都貞子)
VWXYZ（産学協力総括室・チーム長）
> HF*5（大学院 学事行政チーム・チーム長）
U[\E F*5（自律専攻部学事行政チーム・チーム長）
+U345（機資材運営チーム・チーム長）
U F*5 (自然科学大学学事行政チーム・チー
ム長）
<*H]^5（学術情報サービスチーム）

_=>5（進路支援チーム）
789:5（国際交流チーム）
5（総務チーム）
G` F*5（環境大学 学事行政チーム）
2012 1. abT (林炳華)
2. aL (林相茂)
3. cd2 (車裕美)
4. e4 (金英)
5. fgh (梁貴香)
6. *U (金貞子)
7. ij) (安勇虎)
8. k+l (孫基奉)
9. `$ (李京男)
10. (李中導)
mno< F*5（音楽公演芸術大学行政チーム・課長）
p9qr F*5（明嬌生活館 行政チーム・チーム長）
st=5（奨学福祉チーム）
U．u F*Z（自然大学 薬学大学 行政室）
A
BLvCD（保健診療相談センター）
w KAC F*5（社会科学大学・KAC 行政チーム）
\V?@5（電算開発チーム）
U>rx5（資源管理チーム）
rx 15（管理１チーム）
rx 15（管理１チーム）
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2016 1.  (金孝相)
2.  (朴俊泰)
3. 	
 (昶範)
4.  (錫憲)
5.  (鄭敬勳)
6.  (崔仲鎬)
7.  (兪炳煥)
8.  (趙顯棋)
9.  (金成)
10. (金願鎭)
 !"#$%&'()*+ (伝統微生物資源開発及び
産業化研究センター・チーム長）
,
-. /01（師範大学 行政チーム・チーム長）
,23.-.・KAC /01（社会科学大学 KAC 行政チーム・
チーム長）
)41（購買チーム・チーム長）
EDWARD SYSTEM ,51（EDWARD SYSTEM 事業チーム）
671（施設チーム
&891（電算運営チーム）
.:0;<=>1（学術情報サービスチーム）
?@ 11（管理１チーム）
?@ 11（管理１チーム）
６回 累計 46名 (追加12名)
（本表の訳は, 徐龍達名誉教授が担当）
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｢桃山全学教授会代表調査団｣ とこれを迎える啓明大代表団｡ 啓明大東西文化館の前で, 1881年
10月｡








































































































































































































































ミニ・コラム
☆☆☆桃山学院大学 ｢韓朝鮮学｣ の実践に生きる☆☆☆
在日韓国系最大の全国紙 『民団新聞』 (本社・東京都港区南麻生 1－7－32) は, 啓明
大と桃山大の学術交流35周年を上記のタイトルで大きく報道した (2017年１月18日)｡
両大学の多角的な国際学術交流を称える内容である｡
その両大学姉妹結縁に至る約４か月前の貴重な写真をここに紹介する｡ 1981年10月29
日から11月１日まで, 啓明大学校を訪問した ｢桃山学院大学全学教授会代表調査団｣
は, 徐龍達教授を団長に, 伊代田光彦, 沖浦和光, 遠山淳, 長谷川彰, 寺木伸明各教
授ら各部署代表６名と, 事務局代表の森西英信氏を含めて７名構成で, 啓明大の現状
調査, 国際交流に伴う諸問題について意見交換を行った｡ 啓明大学校側の対応は, 金
淇貿易大学院長, 鄭基淑産業経営研究所長, 金栄泰教授兼企画室長, 李賢起日本研
究所長, 金柄夏教授らであった｡ この写真は, 啓明大当時の啓明大東西文化館前での
貴重な写真である｡ 同年11月13日, 桃大全学合同教授会での調査報告と協議案が承認
されて, 同年12月14日の調印式を迎えたのである (徐龍達)｡
☆☆☆桃山全学教授会代表調査団☆☆☆
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The Japan-Korea Exchange History
in Academics, Education and Culture
Exchange between Momoyama Gakuin and Keimyung University
(19812016)
Written & Edited by : SUH Yong-Dal
IYODA Mitsuhiko
[Summary]
This paper deals with the history of academic, education and cultural exchange between
Momoyama Gakuin (Osaka) and Keimyung (Daegu) University (19812016). Ever since they
established their sister university relationship on 14 December 1981, the two universities
developed multi-level exchanges among academics, students and administrative staffs and have
obtained rich results. This is perhaps not only the longest but also the most worthwhile and
unique example of the sister university-exchange between Japan and Korea. We explore this
accomplishment by tracing the development of each individual exchange. The paper also includes
(1) the prehistory of exchange agreement, and (2) professors’ opinions from the perspective of
Keimyung University. Finally, we have included a tentative conclusion with evaluation
comments.
[This issue covers Chap. 4 and Resources II. See the last issue, Bulletin of the Research
Institute (St. Andrew’s University), 2016, 42(1) for Preface, Chaps. 1, 2, 3, and Resources I.]
